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消防の広場 11 ついていますか？
住宅用火災警報器
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市消防本部（☎62-0119）ホームページもご覧ください。 https ://www.c i ty .kyotango. lg . jp/kcfd/お問い合わせ先
京丹後市 救マーク ※制度の概要・認定事業所名は市消防本部ホームページでご確認いただけます。検索

「救マーク」 認定制度
 市消防本部では、市内の宿泊施設や温泉、商業施設などをより安心して利用していただくため、また、応急手当て
の普及のため、救マーク認定制度に取り組んでいます。
　この制度は、急病人やけが人が発生した場合に、適切な応急手当てができる従業員を配置している事業所を「救
マーク」事業所として認定するもので、市内の93事業所が認定を受けています。今回はその中から「ペンション晴れ
たり雲ったり」の柿本さんと、「澤ガラス店」の澤さんに認定を受けようと思ったきっかけなどについてお話を伺いま
した。

ペンション 晴れたり雲ったり
～お客さんに安心してもらえるように～

Ｑ 認定を受けたきっかけは？
A 旅館のつながりで認定制度を知りました。
以前、お客さんが食事中にけいれんを起こして意識を失った
ことがあり、対応に戸惑いました。その際、応急手当ての
必要性を強く感じて救命講習を受けようと思いました。

Ｑ 救命講習が役に立ったことは？
A 夫婦で講習を受けたことで意志疎通ができ、動きやすくなりました。
お客さんがけがをされた時、速やかに応急手当てを行い、必要に応じて病院の手配
や救急車の要請を落ち着いて行うことができています。今まで、命に関わる応急手
当てをするような状況になったことはありませんが、いざという時は適切に対応する
自信があります。

Ｑ 今後についての考えは？
A 認定を継続して、お客さんに安心してもらえる旅館にしたいです。
認定制度を同業者にも勧め、救命の輪を広げたいと思います。

Ｑ 初めて救命講習を受けた時の感想は？
A 実技中心の講習内容で、体で覚えることができました。
知識と技術を身に付けることで、改めて応急手当ての大切さを実感しました。

Ｑ 認定の継続に苦労したことは？
A 苦労は特にありません。
定期的な再講習は、新しい応急手当ての習得や再確認の良い機会だと思います。

澤ガラス店
～地域で頼れる存在に～

Ｑ 認定を受けたきっかけは？
A 広報紙を見て認定制度を知りました。
ガラス店を営んでいることから、止血法を学びたかったことと、ジ
ュニアスポーツクラブの指導に携わる機会があり、熱中症やけが
などの応急手当ての知識を深めたいと思ったのがきっかけです。

Ｑ 救命講習が役に立ったことは？
A 交通事故でけがをした人に、止血処置を行いました。
頭部から出血している人があり、家からタオルを持ってきて止血処置を行い、救急車を要請して救急
隊に引き継ぎました。居合わせた人と協力して戸惑うことなく行動できたことは、講習を受けた成果で
あったと考えています。

Ｑ 今後についての考えは？
A 地域で頼りにしてもらえる存在になれるよう
　息子とともに認定を続けたいです。

Ｑ 認定の継続に苦労したことは？
A 苦労したことはありません。
各町で講習会が行われているので日程調整しやすいです。
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Ｑ 初めて救命講習を受けた時の感想は？
A さまざまな応急手当てを学ぶことができて知識が広がりました。

柿本 正高さん・いずみさん

澤 孝行さん・元蔵さん

▲救マーク認定証
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